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 あまり見かけることのないショット右、パットは左打ちの「スイッチヒッター」。左

で打ったバーディーパットは心地よい音を立て、左の拳でガッツポーズを作った。 

 日本オープン２勝、「日本一曲がらない男」の稲森佑貴とのプレーオフは１８番ロン

グ（５１３ヤード）で演じられた。その１ホール目、稲森はピン手前５ｍに３オン。石

塚はグリーン左２０ヤードからの第３打を１ｍ強に寄せた。バーディーパットを決めき

れなかった稲森に対し、石塚がしっかりと沈める。プレーオフはあっさりと１ホール目

で決着した。 

 プレーオフは短くても、最終ラウンドの１日は長かった。稲森と同じ最終組でともに

８アンダーでスタートした。１３番で稲森がスコアを縮めて、２人の差は「３」。残り

５ホールで堅実な相手を負かすのは難しいと思われた。続く１４番ミドルで石塚が上か

らの３ｍを決めると「（優勝は）あるかな」と目の前が明るくなる。そして１７番ショ

ートで稲森のボギーに対し、石塚が２ｍのバーディーパットを放り込んで、とうとう２

人は並んだのだった。 

 元々はパットもゴルフを始めた３歳から右打ちだった。ところが、沖学園中２年の時

にイップスになり、ここから悩みは年を追うごとに深くなっていく。転機は沖学園高３

年夏の大会。アウト３ホールで立て続けに短いパットを外し、インに入る前に左で練習

してみると、好感触を得る。「ヘッドをちょっと浮かして、フェースの裏側の歯で打っ

たら『左、いけるじゃん』」。そこから右には戻っていない。今では「自信を持ってショ

ートパットが打てる」。開き直り気味の発想の転換が石塚に自信までも植え付けた。 

 ショットにも手応えを感じている。上半身が強く、

緊張すると「上半身で打って、右ぺらが出ていた」ク

セを今オフ、下半身で打つように徹底して自分のもの

にしたところ、ショットも安定。それも今回の優勝に

つながる一因となった。これまで札幌オープンやトヨ

タカップなどの勝利があるが、「嬉しいです。今まで

勝った中では一番大きな大会です」と胸を張る。 

 獲得賞金は特別協賛の「えんホールディングス」（福

岡市）の優勝副賞２００万円を合わせて５００万円。

「兄から譲り受けた車を１０年乗っている。車を買い

換えようと思っていたので」とマイカー購入資金に充

てられる可能性が高い。 

 九州オープンを制した後は台湾ツアーに４週続け

て出場する予定。今月からは福岡市博多区の１ＤＫマンションで一人暮らしも始めた。

今回の優勝も含め身の周りが確実に変化している。１０月には２度目の日本オープン選

手権も控える。「前回は不甲斐ない成績だった。今度は予選を通過して、あわよくば優



勝してシードを取りたい」。初回出場は２０２３年の茨木ＣＣ西コース（大阪府）。この

時は１９オーバーで予選落ちした。３年前とは明らかに異なる姿を披露する。 

 

 

 

 

《ベストアマチュア》 

   

【写真は㊧からサードアマの呉屋、ベストアマの比嘉、セカンドアマの平田】 

 

 

◎比嘉玲王（柳ヶ浦高３年。通算１オーバー２１４で初のベストアマチュアに輝く。最

終日は６バーディー、４ボギー、１ダブルボギーの７１）「ベストアマはとても嬉しい。

大きな大会では初めてのタイトルです。全体的には安定していたと思います。中学（沖

縄カトリック中）の時よりショットもパットも成長したなあ、と思います。波が少なか

ったし、狙ってバーディーが取れた。アイアンが得意ですが、パットが苦手。特に入れ

たい５ｍくらいのバーディーパットが入らない。プロと一緒に回ってみて感じたのは、

ドライバーを振っているのに曲がらない。パットもうまい。是非見習いたい」 

 

《福岡カンツリー倶楽部》 



 

 

 


